
平成 24 年度 第 12 回三重県行財政改革推進本部 概要

１ 開催日時：平成 25 年 1 月 30 日（水）12:45～13:00

２ 開催場所：プレゼンテーションルーム

３ 議事概要：以下のとおり

議題１：オールインワンシステムについて

【森行財政改革推進課長】（資料１に基づき説明）

オールインワンシステムについては、関係各課と調整しながら、各部局とは

12 月から（当推進本部）幹事会等を通じて繰り返し意見交換を行い、最終的な

案を取りまとめた。

本システムは、「組織マネジメントシート」と「事業マネジメントシート」

から構成されるが、「組織マネジメントシート」の中に「事業マネジメントシ

ート」が含まれ、一体的に運用管理する。

本年度については、25 年度当初予算編成や議会日程が国の予算との関係から

例年よりかなり遅く日程が厳しくなっていることから、24 年度の事業マネジメ

ントシートは「春の政策協議」の協議日の３日前、25 年度組織マネジメントシ

ートは協議日当日を提出期限とする。

予算要求については、「見積書に当然に添付することが求められる資料」と

「事業マネジメントシート」のみとし、ポンチ絵等は添付しない。

事業マネジメントシート（選択・集中プログラム等）を作成することにより、

成果レポートを作成したこととなる。

【土井県土整備部長】

オールインワンシステムになって、どの部分が省略されたか等が職員によく

分かるようにしていただきたい。また、制度・仕組みが煩雑にならないよう簡

素に、事務も効率的にできるよう、特に実質的に予算議論できるものにしてい

ただきたい。

【森行財政改革推進課長】

職員向けの説明会を開催するので、どの部分が廃止され、移行したか等も説

明させていただく。オールインワンシステムは元々効率的に、簡素に、をベー

スに考えており、予算要求等の議論をし易いよう、協議しながら様式も作成し

た。また必要があればその都度修正をしながら進めたいと考えている。

【加藤観光・国際局長】

予算要求時にポンチ絵は原則的に使用しないとの事だが、対外的にもこれま

で付けていたがどうするのか。

【森行財政改革推進課長】

対外的にはどう予算発表していくかで検討すべきことであるが、内部の議論

としては基本的にこの様式のみを使うこととしたい。



【東地企業庁長】

よく考えられたシステムであるが、あとは使う側の問題である。本当にこの

システムを使っていくという姿勢が重要である。特に財政、人事等、総務部内

でそのあたりを十分調整して、良いシステムに築きあげていただきたい。

【稲垣総務部長】

良いシステムになるようがんばっていきたいので、ご協力お願いしたい。

【鈴木知事】

県土整備部長、企業庁長からも意見があったとおり、如何に使うかなので、

よく理解し徹底していくこと。


